





　1906 年 4 月 18 日早朝、今日の基準でマグニチュード 8.3 と推定される大
きな地震が、サンフランシスコを襲った。その後 3 日間、大火災が街を襲
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　「行け」｢ もっと強く行け！ ｣ と私は叫んでしまった。
　私は、妻の部屋に走り込んだ。彼女は、眠りから目覚めていたが、恐
れというものは何も感じていない様子だった。私が後に聞き取りをした








れは、友人 B 氏が予言した ｢ 地震 ｣ であった。この数ヶ月の間、私の
意識の底にあり、思い出させていたものが、あの輝かしい 4 月の朝に、
































































































































































































































































見聞から学んだことを、1906 年 6 月に発行された小冊子「地震に対する心
理的反応について」を中心に見てきた。レベッカは ｢ 災害ユートピア ｣ の後
































suffering, but  the cheerfulness or  the steadfastness of  tone was universal. Not a 
single whine or plaintive word did he hear from the hundred victims with whom he 
spoke. Instead of that there was a mood of helpfulness beyond measure.
Both were, for him, reassuring as to human nature, and he came to believe that 
these are normal and universal traits.
